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アミロイドネフローゼ、を疑った

片側性化膿性尿細管間質性腎炎の乳牛の 1症例
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要約

分娩後3か月経過した 2歳 2か月齢のホルスタイン種乳牛に下顎浮腫および水様性下痢を認めた。腎臓の腫

大はなく、また血清蛋白電気泳動像はアミロイドパターンを示さなかったが、蛋白尿と著しい低蛋白血症を認

めたためアミロイドーシスを疑った。病理学的及び病原学的検査の結果、血行性の細菌感染による片側性慢性

化膿性尿細管間質性腎炎と診断された。アミロイドーシスを疑う症例では、尿の性状検査や細菌検査を繰返し

実施することにより、早期に原疾患の鑑別診断を行う必要があると思われた。

は じめ に

ネフローゼ症候群は血紫蛋白質の尿中への過剰漏出に

伴う高度の蛋白尿、低蛋白血症、浮腫および高コレステ

ロール血症を主要所見とする臨床的症候群であり、一般

的には様々な原因によって引き起こされる腎糸球体病変

を伴っている[1]0 牛の場合には乳牛がネフローゼ症候

群様の症状を呈した場合、アミロイドーシスが原因であ

ることが多く(アミロイドネフローゼ)、予後不良として

淘汰されることが多い[6]。いっぽう分娩後早期の乳牛

では、アミロイド沈着を全く伴わないが一過性にネフ

ローゼ症候群様の症状を示すことも報告されている [5]0

今回著者らは分娩後3か月経過した乳牛にネフローゼ症

候群様症状がみられたため、一時的にアミロイドーシス

を疑った片側性化膿性尿細管間質性腎炎の症例に遭遇し

たのでその概要を報告する。

症例

症例は北海道十勝管内で飼養されていた 2歳 2か月齢

のホルスタイン種乳牛で、約3か月前に分娩歴があった。

平成18年9月6日(第 1病日)に食欲不振を主訴として診

察を受けた。初診時、体温39.4'c、心拍数90/min、下

顎浮腫および水様性下痢を認めた。直腸検査では腎臓の

腫大を認めず、また血清蛋白電気泳動像はアミロイドパ
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ターンを示さなかったものの(図 1)、尿検査にて蛋白

尿(30mg/de)を認め、また血液検査により著しい低蛋白

血症(総タンパク質濃度3.1g / de， NGO.48)を認めたた

め、この時点でアミロイドーシスを疑い、抗生物質とデ

キサメサゾンを投与したところ、第 3病日より浮腫の軽

減がみられた。その後経過観察となったが、第15病日か

ら再び食欲不振、乳量減少が出現して削椿が進行、描痛、

泌乳停止などの症状が加わり、改善の見込みがないため、

第42病日に帯広畜産大学に搬入された。

図1 初診時の血清蛋自分函電気泳動像
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搬入時、体温.38.9'(;、心拍数88/rnin、呼吸数261m皿、

削痩および眼球陥凹が著明で、糞使は泥状軟便であった

が、浮腫は認められなかった。またこの時点でも腎臓の

腫大は認められなかった。尿性状は淡黄色混濁で、蛋白

(30mgl de)、潜血(+++)、尿比重1.005、尿沈溢中に赤

血球および多量の移行よ皮細胞を認めた。血液検査では

小球性貧血および好中球の軽度増多を、また血清生化学

検査では BUN、NEFAおよびアルブミンの低値を認め

た(表 1)。しかし総蛋白質濃度は6.2gldlと初診時よ

りも改善されていた。血清蛋白電気祢動像はやはりアミ

ロイドパタ ーンを示さなかった。

病理解剖および病原学的検査所見

第43病日に実施された病理解剖では、左腎に硬結問の

ある乳白色膨隆部が散見され(図2)、また割面でも皮

質内に同様の病変が見られた。また組織学的検査では糸

球体および尿細管を巻き込む高度の炎症細胞浸潤を認め、

化膿性尿細管間質性腎炎と診断された(図 3)。さらに

腎臓の細菌学的検査の結果、 Escherichiα coliおよび

Streptococcus bovisが分離された。

考察

今回の症例は病理学的及び病原学的検査所見から、血

行性の細菌感染による片側性慢性化膿性尿細管間質性腎

炎と診断された。

典型的なアミロイドーシス症例が過去に結核や慢性乳

房炎 慢性関節炎といった慢性炎症性疾患にi陸思歴を持

つ高齢牛に多いことと比べて[61、本症例は 2歳 2か月

齢と若齢であり、また慢性炎症性疾患の病歴もみられな

表 1 血液および血液生化学所見(第42病日)

RBC 5. 57X lQ61μt BUN 6. 4mg/ dl 
Hb 7.2g/dI Creat O. 7珂!dI

PCV 21. 4% A8T 48U/ I 

MCV 38.4 fl ALP 13πJ/I 

MCH 12.9 pg GGT 20U/ I 

MCHC 33.6g/dI NEFA 110μEq/ e 
Plate1et 88.0XIO"/μt Na 139皿Eq/l

WBC 14，400/μt K 3.9mEq/ e 
Sta 2% Cl 99mEq/ e 
Seg 49% TP 6.2g/dI 

Lym 42% Alb 2.4g1必
Mon 7% α 23.0% 

Eos 。% 日 14.0% 

Bas 。% Y 39.6% 

AJG 0.31 
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かった。また典型的アミロイドーシス症例にみられるよ

うな腎臓の腫大を認めず、血清蛋白分画像もアミロイ

ドーシスパターンを示さなかった[2.61。しかしながら、

著しい低蛋白血症と下顎浮腫、および軽度蛋白尿なと、

臨床的にネフローゼ症候群様症状を呈したため、アミロ

イドーシス疑症と仮診断されたものであった。

乳牛ではアミロイドーシス以外にも、著しい低蛋白血

症、浮腹、蛋白尿を示す病態として、分娩後早期に不フ

ローゼ症候群様症状を示す場合があることが報告されて

いるが[51、本症例の場合、分娩後すでに 3か月を経過

しており、また慢性炎症性疾患の病歴もなかったためと

くに診断が困難であったと思われる。

本症例の場合、初期治療により全身状態および浮腫等

の症状が一度改善されたこと、またその後血清蛋白質濃

度が上昇したことを考慮すると、初診時の著しい低蛋白

血症の原因は腎性ではなく、むしろ併発していた下痢症

によるものである可能性も否定できない。しかし畜大搬

図2 左右腎臓。左官には硬結聞のある乳白色膨隆部が

散見される。

図3 化膿性尿細管間質性腎炎
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入後の検査では尿性状が著しい異常を示しており、とく

に混濁尿、低比重尿および蛋白尿といった、腎臓の異常

を示唆する所見が多くみられたため、腎炎も疑い、尿の

細菌検査、超音波検査、腎生検査等により [4]、詳しく

原因を追求するべきであったと考えられる。

アミロイドーシスによって生じるアミロイドネフロー

ゼとその他のネフローゼ症候群は治療法の有盤及び予後

に関して大きく異なるため[4]、今後アミロイド シス

疑症と仮診断される症例では、尿の性状検査や細菌検査

を繰返し実施することにより、早期に原疾患の鑑別診断

を行う必要があると恩われた。
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